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談話室

　

筆
者
は
、
当
時
の
ド
イ
ツ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
で
必
修
と
な
っ
て
い
た
ラ
テ
ン
語
を
、
９
年
間
学
習
さ
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
ラ
テ
ン
語
が

必
要
な
、
医
学
部
な
ど
の
専
攻
を
希
望
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
将
来
的
に
役
立
つ
も
の
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
大
学
で

は
、
日
本
学
を
選
び
、
最
終
的
に
日
本
の
言
語
学
分
野
を
専
門
と
し
た
。
そ
し
て
、
豪
州
と
英
国
の
大
学
で
日
本
語
を
教
え
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
後
日
本
の
大
学
で
も
日
本
語
教
育
を
担
当
し
て
き
た
。

　

キ
ャ
リ
ア
半
ば
ま
で
気
づ
く
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
実
は
題
目
に
あ
る
３
領
域
に
は
接
点
が
あ
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
ラ
テ
ン
語
は
中

世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
学
術
言
語
で
、
日
本
語
関
係
で
そ
の
（
遅
い
）
例
と
な
る
の
が
シ
ー
ボ
ル
ト
のEpitom

e Linguae Japonicae

（『
日

本
語
要
略
』、
一
八
三
二
）
で
あ
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト
は
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
に
医
師
と
し
て
所
属
し
て
い
た
が
、
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
で
国

外
追
放
に
あ
っ
て
か
ら
バ
タ
ビ
ア
の
学
術
雑
誌
に
こ
の
『
要
略
』
を
掲
載
し
た
。
た
だ
、
1
、
2
か
所
に
オ
ラ
ン
ダ
語
の
痕
跡
が
見
え
る
の

で
、ど
う
や
ら
オ
ラ
ン
ダ
語
の
原
稿
を
出
版
す
る
た
め
に
ラ
テ
ン
語
に
翻
訳
し
た
ら
し
い
。本
著
に
は
動
詞
な
ど
の
活
用
形
の
説
明
が
あ
り
、

過
去
形
は
語
尾
のU

をI

に
替
え
、T

a

を
加
え
て
作
る
と
説
明
し
て
い
る
。

　

シ
ー
ボ
ル
ト
を
遡
る
こ
と
二
五
〇
余
年
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
が
九
州
を
中
心
に
布
教
活
動
を
し
て
い
た
が
、
彼
ら
の
作
っ
た
教
育
機

関
で
西
洋
人
も
日
本
人
も
学
ん
だ
が
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
核
が
ラ
テ
ン
語
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
残
し
た
日
本
語
記
述
の
「
金
字
塔
」

は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
綴
ら
れ
た
『
日
葡
辞
書
』
や
『
日
本
（
大
）
文
典
』
に
他
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
以
前
に
は
『
ラ
ポ
日
対
訳
辞
書
』
と
、

『
天
草
版
ラ
テ
ン
文
典
』
が
作
ら
れ
た
。

　
『
対
訳
辞
書
』
も
、『
ラ
テ
ン
文
典
』
も
ラ
テ
ン
語
の
学
習
に
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
後
者
はM

anuel A
lvarez

のD
e 

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
　
カ
イ
ザ
ー

日
本
語
と
ラ
テ
ン
語
、
そ
し
て
日
本
語
教
育
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Institutione Gram
m

atica

を
も
と
に
し
て
い
る
。
リ
ズ
ボ
ン
で
一
五
七
二
年
に
出
版
さ
れ
た
こ
の
文
典
に
は
、
翌
年
に
同
じ
表
題
の
簡
約

版
が
作
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れarte grande 

（
大
文
典
）、arte pequena

（
小
文
典
）
の
系
統
と
し
て
、
多
く
の
版
を
重
ね
た
。
天
草
版
は
こ

の
「
小
文
典
」
系
統
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
動
詞
な
ど
の
活
用
に
日
本
語
訳
や
日
本
語
文
法
の
説
明
を
加
え
て
い
る
。
日
本
語
訳
は
主
と
し

て
日
本
人
の
学
習
者
の
た
め
で
、
原
典
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
に
よ
る
対
訳
が
日
本
人
に
は
わ
か
ら
な
い
か
ら
とA

dm
onitio

（
巻
頭
の
勧
告
文
）

で
述
べ
て
あ
る
。
一
方
、
日
本
語
の
説
明
は
西
洋
人
学
習
者
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
、
前
掲
シ
ー
ボ
ル
ト
の
活
用
形
の
作
り
方
は
本
著
で
ど
う
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
現
在
分
詞
を
例
に
と
る
と
、
未
完
了
過
去
の
一

人
称
の
音
節Bam

ま
た
はBar
をN

s

に
代
替
し
て
作
ら
れ
る
と
あ
る
。
例
と
し
て
あ
げ
て
い
る
の
はA

m
abam

, A
m

ans, Com
plectebar, 

Com
plectens

（
前
者
は
能
動
動
詞
、
後
者
は
異
態
動
詞
で
、
形
式
上
受
け
身
の
形
を
と
る
も
の
）。
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
で
使
っ
て
い
た
文
法

書
を
確
認
す
る
と
、
各
時
制
の
語
幹
が
示
さ
れ
、
第
一
活
用
現
在
の
形
がam

ā-

と
あ
る
。
現
在
分
詞
は
、
動
詞
の
各
名
詞
形
語
尾
の
中
の

-āns

に
当
た
る
。
こ
の
体
系
的
な
記
述
に
対
し
て
、
時
制
と
し
て
無
関
係
な
形
か
ら
の
派
生
方
法
は
ア
ド
ホ
ッ
ク
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

タ
イ
ト
ル
に
あ
るInstitutio

に
は
「
教
育
」
の
意
味
が
あ
る
の
で
、
本
書
は
教
育
文
法
と
い
え
る
。

　

弱
冠
15
、 

6
歳
の
こ
ろ
来
日
し
、
お
そ
ら
く
ア
ル
バ
レ
ス
の
文
典
で
ラ
テ
ン
語
を
習
得
し
た
ロ
ド
リ
ゲ
ス
は
形
の
作
り
方
を
ど
う
説
明
し

て
い
る
か
。（
旧
仮
名
遣
い
の
）
土
井
忠
生
訳
の
『
日
本
大
文
典
』
で
見
る
と
、
五
段
動
詞
に
当
た
る
記
述
の
「
過
去
を
知
る
為
の
一
般
法
則
」

の
中
で
次
の
よ
う
に
い
う
（
一
部
抜
粋
）。「Gui

（
ぎ
）
はida
（
い
だ
）
と
か
は
る
。
例
へ
ば
、A

uogui

（
仰
ぎ
）、auoida

（
仰
い
だ
）」
…
。

「Q
ui

（
き
）、X

i （
し
）
はita

（
イ
た
）
と
か
は
る
。
例
へ
ば
、Q

uiqui （
聞
き
）、quijta （
聞
い
た
）。」
…
「（M

exi （
召
し
）
はm

exita

（
召
し
た
）。
…

　

こ
の
現
実
的
な
方
法
は
、
現
在
の
日
本
語
教
育
で
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
『
み
ん
な
の
日
本
語
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て

い
る
（
原
文
、
英
語
）。『「
ま
す
形
」
の
最
後
の
音
が
「
き
・
ぎ
」
の
場
合
、「
き
・
ぎ
」
を
落
と
し
て
、「
い
て
・
い
で
」
を
つ
け
る
。
例

え
ば
、
か
き
ま
す
→
か
い
て　

い
そ
ぎ
ま
す
→
い
そ
い
で
』（
14
課
）。
ま
た
19
課
で
導
入
さ
れ
る
「
た
形
」
は
同
じ
原
理
で
説
明
で
き
る
は

ず
だ
が
、
よ
り
簡
単
に
「
て
」
を
「
た
」
に
置
き
換
え
る
と
い
う
。

　

教
育
文
法
は
、
時
代
を
問
わ
ず
、
ル
ー
ル
よ
り
も
実
用
性
を
優
先
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
西
洋
人
日
本
語
学
史
）


